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1. ─  

 

（1） 事業所名及び代表者名 

秋田マテリアル株式会社   代表取締役社長 佐藤 佑介 

 

（2） 所在地     

 本   社  〒018-0402 秋田県にかほ市平沢字深谷地 16番地 8 

       TEL 0184-74-5277    FAX 0184-74-5278 

           E-mail info@akita-material.com 

 ホームページ  http://akita-material.com 

 

三 森 工 場   〒018-0403 秋田県にかほ市三森字高田 20番地 

 

（3） 事業概要 

   設立年月日    平成 19年 9月 

 

   事 業 内 容    再生資源（金属、プラスチック等）の回収、加工、販売 

産業廃棄物の収集運搬、中間処理 

              

 

 

（4） 事業規模 

資本金 2,500万円 

売上高 1億 7,300万円 

従業員数 21名 

敷地面積 本  社 4730㎡ 

三森工場 7943㎡ 

受託した 

産業廃棄物の処理量 

産業廃棄物収集運搬量 71.49ｔ（11期 H29.9～H30.8） 

産業廃棄物中間処理量 21.42ｔ（11期 H29.9～H30.8） 

主要設備 蛍光Ｘ線分析計×1台 プレス機×2台 破砕機×1台  

プラズマ切断機×1台 アリゲーターシャー×1台 

トラックスケール(40ｔ)×1台  フォークリフト×4台 

バックホウ×1台 

収集運搬車両 8ｔヒアブ×1台 4ｔ平ボディ×1台  

3ｔクレーンゲート×1台 大型セルフクレーン×1台 

    

 

mailto:info@akita-material.com
http://akita-material.com/
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（5）  許可及び登録内容 

許 可 証 区 域 許可番号 許可年月日 有効期限 

産業廃棄物処理業 秋田県 00525142130 平成 30年 8 月 6日 平成 35年 5 月 1日 

産業廃棄物収集運搬業 秋田県 00505142130 平成 25年 12月 5日 平成 35年 12月 4日 

古物商 秋田県 231160000245 平成 25年 7 月 11日 更新なし 

再生資源回収事業者認定証 対象区域

なし 

N05K-01063 平成 25年 9 月 21日 平成 31年 9 月 20日 

 

産業廃棄物の種類、施設の種類 処理能力 

破砕施設 

（廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、 

ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリート

くず及び陶磁器くず） 

 

 

 

2.624ｔ/日 

 

圧縮施設 

（廃プラスチック類、金属くず） 

 

7.68ｔ/日 

 

 

 

 

 

 

（6） 産業廃棄物の処理工程図 
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（7） 組織図と実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 役割・責任・権限 

環境管理責任者 

代表取締役社長 

佐藤 佑介 

・環境方針の策定 

・環境管理システムの構築 

・全体評価と見直しの実施 

・問題の是正 

環境管理事務局 ・環境管理システムの運用・維持 

・環境目標の策定 

・環境活動計画の策定 

・環境関連の記録・管理 

・環境レポートの作成 

EA21推進委員会 ・全従業員への周知 

・環境活動の実施・管理 

各担当者 ・各環境活動の推進と実施確認 

全従業員 ・環境方針・環境目標の理解と取組の把握 

・環境活動の実施 

 

取締役会長 岡田 佳一

代表取締役社長 佐藤 佑介

環境管理責任者

三森工場

業務課

本社工場

営業課業務課

総 務

経営会議

MAS監査

ﾚｸﾚｰｼｮﾝ委員会

EA21推進委員会

環境管理事務局
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2.  

全ての事業、全ての組織を認証・登録範囲とする。 

 

3.  

 

 
近年、地球温暖化や様々な環境問題が深刻化するなか、風光明美な秋田富士「鳥海山」を望む、 

秋田マテリアル株式会社は、企業の社会的責任を深く認識し、基本方針を定め、循環型社会形成 

に貢献します。 

豊かな自然を未来へ継承するため、地域社会と連携し、環境保全活動に取り組みます。 

 

 

 
環境関連法規制や条例、その他当社が同意する公害防止協定書(にかほ市)の要求事項を遵守します。 

また 3R、省エネルギーを推進し、社会に貢献できる事業を展開していきます。 

そのために、受け入れ廃棄物の徹底的な解体による分別を推し進め、マテリアルリサイクル率を高め

るように努めます。 

 

 

＜行動指針＞ 
1. 二酸化炭素排出量（軽油、ガソリン、電気等）の削減に努めます。 

2. 自社の産業廃棄物、事業系一般廃棄物の分別、リサイクルを徹底し排出量削減に努めます。 

3. 節水を心がけ、排水量（水使用量）の削減に努めます。 

4. グリーン購入を推進します。 

5. 場内外美化緑化活動を積極的に行います。 

 

この環境方針は全従業員に周知するとともに、社外にも公表し、地域とのコミュニケーションを 

大切にしていきます。 

 

 

制定 平成２８年３月３日 

秋田マテリアル株式会社 

代表取締役社長 ̯  ̰˺ 
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4.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準年実績 9 期 単年目標 10 期 単年目標 11 期 単年目標 

H26    

(2014.9～2015.8） 

H27    

(2015.9～2016.8） 

H28     

(2016.9～2017.8） 

H29    

（2017.9～2018.8） 

削減目標   -1%削減 -1.5%削減 -2%削減 

 二酸化炭素排出量 

（ｋｇ-CO₂） 
34,944 34,595 34,420 34,245 

 軽油使用量（L) 8,823 8,735 8,691 8,647 

 ガソリン使用量（L） 1,364 1,350 1,344 1,337 

 電気使用量（kwh） 13,034 12,904 12,838 12,773 

 灯油使用量（L） 264 261 260 259 

 自社廃棄物の削減

（ｔ） 
15.34 15.1 15.1 15.0 

 水使用量削減（㎥） 110 109 108 108 

 グリーン購入の推進 データなし エコ商品 2個 エコ商品 3個 エコ商品 3個 

 場内外美化緑化活動 草刈りの実施 場内外美化緑化活動の計画と実施 
     

＊電力の二酸化炭素排出係数は東北電力平成 27年度の 0.589を使用 

＊基準は H26(2014年 9月～2015年 8月)の値とする 
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5.  

 

項目 取組内容 スケジュール 

軽油使用量削減           

(トラック･重機) 

① 定期点検、整備の実施 随時 

② タイヤの空気圧の点検を定期的に行う 年 3回 

③ アイドリングストップの実施・台貫に乗るとき、車外作業時 毎日 

④ 適切なｴﾝｼﾞﾝ回転数での作業を行う・回転数の切替チェック 

・高回転作業時エアコン OFF 

毎日 

⑤ 急発進・急加速をしない/早めの減速を行う 毎日 

⑥ 効率的な運搬ルートを組む 毎日 

⑦ バックホウの積込作業時は、旋回角度が小さくなるよう配置

する 

随時 

ガソリン使用量削減             

（営業車） 

⑧ タイヤ空気圧の点検を定期的に行う 年 3回 

⑨ アイドリングストップの実施 毎日 

⑩ 急発進・急加速をしない/早めの減速を行う 毎日 

電気使用量削減 ⑪ エアコンフィルターの清掃 エアコン使用期間 

⑫ エアコンの設定温度を夏 27度以上、冬 21度以下とする エアコン使用期間 

⑬ 未使用機器のコンセントを抜く 毎日 

⑭ パソコン、プリンターを使用しない時は省エネモードに切替

える 

毎日 

⑮ 業務終了時に配電盤のブレーカーを落とす 毎日 

⑯ バッテリーフォークリフトの未使用時は電源オフにする 毎日 

灯油使用量削減 ⑰ 暖房は必要な時のみ使用し、消し忘れのないようにする 暖房使用期間 

自社廃棄物排出量 

の削減 

⑱ 固形燃料の材料となるように分別する 随時 

水使用量削減 ⑲ 蛇口の閉栓確認 毎日 

⑳ 手洗い、流し台、洗車時の節水 毎日 

㉑ トイレの節水（レバー近くに小の方向を表示する） 毎日 

㉒ 3ヶ月に一度、漏水点検を行う 3 ヶ月に一度 

グリーン購入の推進 ㉓ 環境に配慮した商品の購入を推進 随時 

㉔ グリーン購入に関する知識を深めるため勉強会等の実施 1 回 

場内外美化緑化活動 ㉕ 季節に応じた草花の栽培 随時 

㉖ 地域の清掃活動の実施 年２回 

教育訓練 ㉗ 緊急事態を想定した訓練の実施 年 1 回 

㉘ 全体会議での進行状況の報告 随時 
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6. ─  

 

 

（基準年スライド式） 

 

目標項目 

 

基準値【10 期】 

(2016 年 9 月～  

2017 年 8 月) 

【11 期】 

（2017 年 9 月～2018 年 8 月） 

 

評価 

実績の 

増減数 

（＊1） 目標値(△1%) 実績値 

二酸化炭素排出量(kg-CO₂) 65490 64835 111927 × 70.9％増 

軽油使用量（L） 18925 18736 35867 × 89.5％増 

ガソリン使用量（L） 1306 1293 1,064 ○ 18.5％減 

電気使用量（kwh ） 19358 19164 22921 × 18.4％増 

灯油使用量（L） 465 460 636 × 36.7％増 

自社廃棄物排出量（ｔ） 28.11 27.82 51.4 × 82.8%増 

水使用量（㎥） 144 143 135 ○ 6.2％減 

グリーン購入の推進 エコ商品 3 個 エコ商品 3 個 エコ商品 8 個 ○ 達成できた 

場外内外美化緑化活動 草刈 3 回 

季節毎場内花植え 

場外清掃活動 1 回 

草刈実施 3 回 

季節毎場内花植え 

場外清掃活動 2 回 

草刈実施 3 回 

季節毎場内花植え 

場外清掃活動 1 回 

△ 活動できた

が不十分 

 

＊1：実績の増減数は、基準値比  

＊電力の二酸化炭素排出係数は東北電力平成 27年度の 0.589を使用 

＊【増減数の計算】（実績値－基準値）÷ 基準値 × 100 ＝ 増減数（％）(第二小数点以下 四捨五入) 

 

目標項目 

基準値【8 期】 

(2014 年 9 月～  

2015 年 8 月) 

【11 期】 

（2017 年 9 月～2018 年 8 月） 

 

評価 

実績の 

増減数 

（＊1） 目標値(△2%) 実績値 

二酸化炭素排出量(kg-CO₂) 34,944 34245 111927 × 220％増 

軽油使用量（L） 8,823 8,647 35867 × 306％増 

ガソリン使用量（L） 1,364 1,337 1,064 ○ 21.9％減 

電気使用量（kwh ） 13,034 12,773 22921 × 75.8％増 

灯油使用量（L） 264 259 636 × 141％増 

自社廃棄物排出量（ｔ） 15.34 15.03 51.4 × 235％増 

水使用量（㎥） 110 108 135 × 22.7％増 

グリーン購入の推進 データなし エコ商品 3 個 エコ商品 8 個 ○ 達成できた 

場外内外美化緑化活動 草刈の実施 

 

場内外美化緑化活

動の計画と実施 

草刈実施 3 回 

季節毎場内花植え 

場外清掃活動 1 回 

○ 活動できた 
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■CO₂総排出量・軽油使用量の目標と実績の推移 

   

 

 

 

■各項目の評価の補足 

  

＜軽油使用量の増加について＞ 

・前年に対して、フォークリフト 1 台、運搬車両 1 台が増車した。発電機が 1 台増設された。 

・回収件数が前年より約 1.2 倍になった。県内の市外回収だけで見れば約 2 倍に増加し、遠方の回収が 

増えた。 

 

＜ガソリン使用量の減少について＞ 

・営業車が 1 台増車となったが、前年に比べ使用頻度 3 割程少なくなった。 

 

 

＜電気使用量・灯油使用量の増加＞ 

・従業員数が昨年より約 1.3 倍に増え、休憩室の増設、エアコン、暖房、扇風機の設置が増えた。 

・本社事務所内のレイアウト変更と増員に伴い、照明の使用量が 2 倍となった。 
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【事業拡大を反映させた環境目標の達成状況】 

 

⑴ 環境効率指標による CO₂排出量の目標の達成状況 

 

■「8 期の売上百万に対する CO²排出量」を環境効率指標とした目標の達成状況 

 CO₂総排出量【Ａ】 売上【Ｂ】 目標値 対売上 CO₂排出量 指標値 

の増減  
評価 

 
（ｋｇ-CO₂） （百万）   【A/B】（ｋｇ-CO₂） 

基準年 

8 期 
34,944 83   （指標値） 421   

  

9 期 56,304 100 
417 

（実績値） 563 33.7%増 × 
△1％ 

10 期 65,490 159 
415 

（実績値） 412 2.1%減 ○ 
△1.5％ 

11 期 111927 173 
413 

（実績値） 647 53.7%増 × 
△2％ 

＊対売上 CO₂排出量：売上百万に対する CO₂の排出量 

＊指標値の増減 ＝｛実績値（Ａ/Ｂ）－421（基準年実績値）｝÷ 421（基準年実績値）×100  

＊環境効率指標値、実績値：小数点以下四捨五入 

 

 

  ■売上と対売上 CO₂排出量の推移グラフ 
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⑵ 各項目の環境効率指標による目標の達成状況 

 ■「8 期の売上百万に対する各使用量」を環境効率指標とした目標の達成状況 

 8 期指標値 目標値 
使用量 

実績値 対指標値 
評価 

 
【使用量/8 期売上】 △2％ 【使用量/11 期売上】 達成率 

軽油使用量（L） 106 104 35867 207 95.3％増 × 

ガソリン使用量（L) 16.4 16.1 1,064 6.2 62.2％減 ○ 

電気使用量（kwh） 157 154 22921 132.5 15.6％減 ○ 

灯油使用量（L) 3.2 3.1 636 3.7 15.6％増 × 

水使用量（L） 1.3 1.3 135 0.8 38.5％減 ○ 

 

（補足） 

(1) の CO₂排出量の環境効率指標の評価では、CO₂排出量が売上の増加幅を大きく上回っている。 

10 期では、他社運搬での売上が大きかったため指標目標の達成に繋がったが、11 期では大きな売上

に対する他社運搬がなかったため目標値を大きく上回る結果となった。 

今期は、軽油の使用による CO₂ 排出量が CO₂総排出量の約 84％を占めており、（過去 3 年間で最  

 も割合が大きい。9 期 69％、10 期 75％）軽油の使用が環境負荷を大きく増加させた一番の要因であ

る。 
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7. ─ ≤ ⌂╠┘⌐ ─  

 

項目 

 

 

取組内容 

  

評価 

          

取組結果コメント 

            

次年度の取組内容 

軽油使用量削減           

(トラック･重機) 

① 定期点検、整備の実施 ○ 実施できた 取組継続 

② タイヤの空気圧の点検を定期的に

行う 

○ 

③ アイドリングストップの実施・ 

  台貫に乗るとき、車外作業時 

○ 各担当車両のチェック

シートを配布し実行し

たが、一部不十分であ

った 

取組継続 

エコドライブについては、よ

りわかりやすく具体的な活

動計画を検討 

④ 適切なｴﾝｼﾞﾝ回転数での作業を行う 

  ・回転数の切替チェック・高回転作

業時エアコンＯＦＦ 

○ 

⑤ 急発進・急加速をしない/早めの減

速を行う 

△ 

⑥ 効率的な運搬ルートを組む ○ 配車担当者が実行した 取組継続 

⑦ バックホウの積込作業時は、旋回角

度が小さくなるよう配置する          

○ 実施できた 取組継続 

ガソリン 

使用量削減             

（営業車） 

⑧ タイヤ空気圧の点検を定期的に行

う      

○ 実施できた 取組継続 

⑨ アイドリングストップの実施 ○ 実施できた 取組継続 

⑩ 急発進・急加速をしない/早めの減

速を行う 

△ 実施できたが、不十分

であった 

取組継続 

電気使用量削減 ⑪ エアコンフィルターの清掃 ○ 実施できた 取組継続 

⑫ エアコンの設定温度を夏 27度以上、

冬 21度以下とする 

△ 夏の温度設定が実行で

きなかった 

取組継続 

設定温度の見直しを検討 

⑬ 未使用機器のコンセントを抜く ○ 実施できた 取組継続 

⑭ パソコン、プリンターを使用しない

時は省エネモードに切替える 

○ 実施できた 取組継続 

⑮ 業務終了時に配電盤のブレーカー

を落とす 

○ 実施できた 取組継続 

⑯ バッテリーフォークフトの未使用

時は電源をオフにする 

○ 実施できた 取組継続 

灯油使用量削減 ⑰ 暖房は必要なときのみ使用し、消し

忘れのないようにする          

○ 実施できた 取組継続 

自社廃棄物  

排出量の削減 

⑱ 固形燃料の原材料となるように 

分別する 

○ 実施できた 取組継続 
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＜評価＞ ○：実行できた △：不十分であった ×：達成できなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水使用量削減 ⑱ 蛇口の閉栓確認 ○ 実施できた 取組継続 

⑲ 手洗い、流し台、洗車時の節水 ○ 実施できた 取組継続 

⑳ トイレの節水（レバー近くに小の方

向を表示する 

○ 実施できた 取組継続 

㉑ 3ヶ月に一度、漏水点検を行う × 実施できなかった 頻度や実施計画の検討 

グリーン購入 

の推進 

㉒ 環境に配慮した商品の購入を推進 ○ 実施できた 取組継続 

㉓ グリーン購入に関する知識を深め

るため勉強会等の実施 

△ EA21 委員会内でのみ

実施した 

取組継続 

場内外美化緑化

活動 

㉔  季節に応じた草花の植え替え ○ 実施できた 取組継続 

㉕ 地域の清掃活動の実施 △ 1 回のみ実施できた 取組継続 

教育訓練 ㉖  緊急事態を想定した訓練の実施 ○ 実施できた 取組継続 

㉗ 全体会議での進行状況の報告 △ 不十分であった 取組継続 
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8. ─  

 

① 場外清掃活動  H30.5.18 会社周辺のゴミ拾い・草刈活動を実施 

    

 

② 構内緑化活動  季節毎に花を植替え、構内の美化緑化活動を実施 

 

                  
        

 

③ 火災訓練   H30.8.24 ギロ山からの出荷を想定した火災訓練を実施 
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④ 掲示物・表示による活動 

   

節水の呼びかけ     電気・エアコンの消し忘れ防止の呼びかけ 

   

 

⑤ 小学生の職場見学の受入  H30.8.7 にかほ市主催の「夏休み親子職場見学会」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社説明・見学後、ものづくり体験 

ペットボトルでけん玉づくり 

玉 
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9. ┼─ ה ─  

 

（1） 環境関連法規等の尊守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等御の有無 

 

当社事業が適用を受ける主な環境関連法規として、廃棄物処理法、消防法、浄化槽法、公害防止

協定などがありますが、遵守確認を行った結果、環境関連法規について過去 3年間に違反や行政指

導はありませんでした。 

 

（2） 外部からの苦情等の受付結果 

 

 取組期間中、周辺地域からの苦情はありませんでした。 

 

 

10. ⌐╟╢ ≤ ⇔─  

 

（3） 全体評価 

計画や実施状況は良いが、環境目標は事業規模拡大のため達成できない。 

環境経営システムについては、前期の見直しより委員会を設置し活動に取組んだが十分に機

能していない。 

 

（4） 見直し 

事業拡大、設備増設と車両増車で環境負荷は大きくなっているが、それを考慮した上で結果

を評価できるような仕組みづくりが必要。委員会でどのようなデータが必要かをよく話し合い

今年中に実行に移す。 
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